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推薦理由 
本論文は，紀伊半島の三波川帯に産するザクロ石角閃岩の変成-変形履歴を解析し，新たにエクロジャイト相を経験した高圧の証拠を見

いだしたものである。高圧変成岩では，上昇時の後退変成作用により，沈み込みに関連した累進変成作用ならびに変成ピークの証拠が消滅

していることが多いが，本論文ではザクロ石中の包有物の解析から，ザクロ石角閃岩がエクロジャイト相に相当する変成作用を経験したこ

とを示した。また，変形作用との関連では，ザクロ石中の包有物の螺旋状組織にみられる累進変成時の流動変形と，後退変成時の片理面を

形成した再結晶を主体とする変形との２つのステージに分類し，変形‐変成作用とテクトニクスとの関係を推定している。これらのことか

ら，三波川変成帯のエクロジャイト相に相当する高変成度の領域は，四国中央部から紀伊半島に延びることになり，白亜紀において海洋プ

レートの沈み込み後に大規模な高圧変成岩の上昇が起こったことが示唆された。本論文は，ザクロ石の包有物を含む詳細な岩石学的研究か

ら，三波川変成帯全体の理解に貢献しており，日本鉱物科学会論文賞にふさわしい内容をもつものと判断し，受賞対象論文として推薦する。 
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